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3．平成29年度公開実習

（1）森里海連環学実習
平成29年8月6日～8月10日
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Indicators of very clean water (water quality I)

Name
Taxonomy

Body length
Notes

Stoneflies
Insect (larva)

10~30 mm
2

Each leg has two claws
2

Two caudal appendages

Tracheal gills are small

Hirata mayflies
Insect (larva)

10~20 mm
1

Each leg has only one claw
2 3

2 or 3 caudal appendages

Tracheal gills are large

Nagare caddis flies
Insect (larva)

20 mm

The head is black

The body is emerald green

The posterior part is soft

Dobsonfly
Insect (larva)

60 mm

The body is brown

Feed on aquatic insects

Yama caddis flies
Insect (larva)

10 mm

Covered in a gravel nest

Mountain midges
Insect (larva)

20 mm
6

Six suckers on the abdomen

Blackflies
Insect (larva)

10 mm

The body is dark brown
1

A sucker on the tip of the body

Planarian
Platyhelminth

30 mm

Flat body

The body is unsegmented

Small river crab
Decapod

30 mm

Live in fresh water

平成29年度 森里海連環学実習Ⅰー実習テキストー 
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Indicators of clean water (water quality II)

Kogata-shima caddis flies
Insect (larva)

10 mm

The head is brown

The body is green or brown

Genji firefly
Insect (larva)

10 mm

The body is black

Ko-oni dragonfly
Insect (larva)

30 mm

The body is brown

Flat body

Water penny beetles
Insect (larva)

10 mm

The body is yellow or brown

Flat body

Ishimaki snail
Mollusk

20 mm

Live in brackish water

The apex is frequently lost

Black snail
Mollusk

30 mm

Live in fresh water

The apex is frequently lost

Brackish-water corbicula
Mollusk

20 mm

Live in brackish water

Name
Taxonomy

Body length
Notes

References

(2003) .
Karita T (2003) The handbook of aquatic life. Bun-Ichi Sogo Shuppan

(2011) .
Ministry of the Environment & Ministry of Land, Transport, Infrastructure and Tourism (2011)
Let’s study aquatic animals: assessment of river water quality
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Indicators of polluted water (water quality III)

Indicators of very polluted water (water quality IV)

Water scorpion
Insect (adult)

70 mm

Feed on small animals

Freshwater sow bug
Isopod

10 mm

Live in fresh water

Flat body

Mud snails
Mollusk

20~60 mm

Live in muddy  bottom

The apex is frequently lost

Shimaishi leech
Annelid

40 mm

Flat body

The body is segmented

Chironomid
Insect (larva)

10 mm

The body is red

Moth flies
Insect (larva)

10 mm

The body is gray

Brackish-water sow bug
Isopod

10 mm

Live in brackish water

Flat body

Name
Taxonomy

Body length
Notes

Era earthworm
Annelid

40 mm

The body is light red

Pond snail
Mollusk

10 mm

The spiral direction is
opposite to other snails

Invasive species

Crayfish
Decapod

100 mm

The body is dark red

Invasive species
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標準体長

背鰭
（背鰭軟条）

背鰭棘

胸鰭
腹鰭

臀鰭

尾鰭

魚の基本形態
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由良川魚類調査（魚類相）シート
調査日 ＊データは他の班のものも見せてもらって全てのものを共有すること！！

班 メンバー（

調査場所 芦生研究林内
調査時間 　 時　 分～　 時　 分 　 時　 分～　 時　 分 　 時　 分～　 時　 分
採集個体数（うち持ち帰り数）
ウナギ目ウナギ科
ウナギ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
コイ目コイ科
アブラハヤ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ウグイ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
オイカワ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
カワムツ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
コイ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
タカハヤ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
フナ類 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ニゴイ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ヌマムツ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
その他コイ科 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
コイ目ドジョウ科
アジメドジョウ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
シマドジョウ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
スジシマドジョウ
ドジョウ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ナマズ目アカザ科
アカザ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ナマズ目ギギ科
ギギ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
サケ目サケ科
ヤマメ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
サケ目アユ科
アユ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ダツ目メダカ科
メダカ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
スズキ目スズキ科
オヤニラミ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
スズキ目ハゼ科
ゴクラクハゼ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ヌマチチブ 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
ヨシノボリ類 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
その他の魚類 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
合計種数
合計個体数
多様度指数
＊シンプソンの多様度指数　群集の中の種iの個体数の割合がpiの場合　SID = 1‒Σpi2
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その他の魚類 　　　　（　　　） 　　　　（　　　） 　　　　（　　　）
合計種数
合計個体数
多様度指数
＊シンプソンの多様度指数　群集の中の種iの個体数の割合がpiの場合　SID = 1‒Σpi2
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由良川魚類調査（胃内容物）シート

班 メンバー（ ） 担当採集場所：
採集日時

＊データは他の班のものも見せてもらって全てのものを共有すること！！

種名：
個体A 個体B 個体C
標準体長： mm 標準体長： mm 標準体長： mm
重量： g 重量： g 重量： g
胃内容物重量： g 胃内容物重量： g 胃内容物重量： g
胃内容物（目レベル）：個体数 胃内容物（目レベル）：個体数 胃内容物（目レベル）：個体数
　カワゲラ目： 　カワゲラ目： 　カワゲラ目：
　トビケラ目： 　トビケラ目： 　トビケラ目：
　クモ類： 　クモ類： 　クモ類：
　ユスリカ幼虫： 　ユスリカ幼虫： 　ユスリカ幼虫：
　トンボ目： 　トンボ目： 　トンボ目：
　その他昆虫： 　その他昆虫： 　その他昆虫：
　魚類： 　魚類： 　魚類：
その他特記事項 その他特記事項 その他特記事項

種名：
個体A 個体B 個体C
標準体長： mm 標準体長： mm 標準体長： mm
重量： g 重量： g 重量： g
胃内容物重量： g 胃内容物重量： g 胃内容物重量： g
胃内容物（目レベル）：個体数 胃内容物（目レベル）：個体数 胃内容物（目レベル）：個体数
　カワゲラ目： 　カワゲラ目： 　カワゲラ目：
　トビケラ目： 　トビケラ目： 　トビケラ目：
　クモ類： 　クモ類： 　クモ類：
　ユスリカ幼虫： 　ユスリカ幼虫： 　ユスリカ幼虫：
　トンボ目： 　トンボ目： 　トンボ目：
　その他昆虫： 　その他昆虫： 　その他昆虫：
　魚類： 　魚類： 　魚類：
その他特記事項 その他特記事項 その他特記事項
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3．平成29年度公開実習

（2）海洋生物科学技術論と実習I
平成29年8月24日～29日
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=

Plankton

↔ Nekton Benthos

→

0.02 0.2 2 20 200 2000 20,000

Femto- Pico- Nano- Micro- Meso- Macro-

2 20
200,000 (μm) 

200 (mm)
20 (cm)

Mega-

→

→

Larval fish
Juvenile fish

Suzuki et al. (2014)

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅰー実習テキストー 

83



(http://homepage3.nifty.com/miaw/) (http://www.maizuru.marine.kais.kyoto-u.ac.jp/)

Byblis japonicus Apogon semilineatus

1983 6 8

12 m

24 8 9 cm

> 0.5 mm

(http://www.suisan.n-nourin.jp/oh/nfish/)

→

→

→

→

→

→ 6 mm
→ 1
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→

→

Coilia nasus

Suzuki et al. (2014)
Fisheries Oceanography

1

2

1) 
30

30
2

2) 
2

1
30

Pseudodiaptomus inopinus
Acartia sp.

Microsetella norvegica Oithona sp.

Paracalanus parvus? Tigriopus sp.

Acartia sp.
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Neomysis awatschensis Neomysis japonica

5 m 2013 8 12

Acartia erythraea

Labidocera pavo

male female copepodid

male female

nauplius

Pseudodiaptomus
marinus (female)

Pseudocalanus
minutus (female)

Tortanus
forcipatus (male)

HarpacticoidaOithona sp. Hemicyclops sp.
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1

→ 1
→

→
5

2

→ 4 1
→

→

5

1

41

(http://www.scielo.cl/scielo.php?lng=es)

Knight (1978)
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3．平成29年度公開実習

（3）海洋生物科学技術論と実習II
平成29年8月29日～9月3日



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実施要項ー 

92



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実施要項ー 

93



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実施要項ー 

94



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実施状況ー 

95



28.0 30.0 32.0
0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

27.0 28.0 29.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.00.0 2.0 4.0

PSU FTU

m

2017 8 30 II

15.3

0

5

10

15

20

21 23 25 27 29
0

5

10

15

20

20 24 28 32
0

5

10

15

20

0 5 10 15 20 25
0

5

10

15

20

0 1 2 3 4 5
PSU FTU

1 ºC
34.1

0

100

200

600

300

2000 2011

> 5 ºC
> 34.1

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習テキストー 

96



1 Simpson

2 Shannon-Wiener

Pi = ni/N ni i N

1

2 Indicator species analysis (Dufrêne & Legendre, 1997)

D = 1 – ΣPi
2

i = 1

S

H’ = – ΣPi
2 ln Pii = 1

S

ABC Abundance/Biomass Comparison

1.0

0.5

0

or

XX  XX XX XX

XX  XX XX XX

XX  XX XX XX

1    2    3    4
A

B

C

1    2    3    4

2

3

4

XX      

XX  XX

XX  XX XX

1      2     3    4       5

1
2

3
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0.1

1

10

100

0.1

1
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1

…

1
A

1
B

1 1

0.1

1

10

100

1 1

0.1

1

10

100

1

10 m
18 72 /1

20 m
37 99 /1

40 m
38 121 /1

60 m
23 58 /1

/1

2017 8 19

10 m 20 m 40 m 60 m

1

1

1

1
1

10 2017 8 19

10 m

1 2017 8 19

60 m

1

20 m

1
1

40 m

1

12/18
=0.67

22/37
=0.59

20/38
=0.53
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=0.61

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習テキストー 

98



10m

2017 8 19

40m

20m

60m

1

10

100

1000

10000

0.1

1

10

100

1000

0.1

1

10

100

0.1

1

10

100

11 m
14 8187 /1

/1

II 2017 8 30

16 m
30 510 /1

10 m
24 52 /1

20 m
38 91 /1

10

11m
24560 /

14

2017 8 30

16m
1529 /

30

10m

155 /
24

20m

274 /
38

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習テキストー 

99



2017 8 30

 

     

 11 m 16 m 10 m 20 m 

     

     

ºC      

ºC      

μg/L      

or      

     

     

     

     

 

10  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習テキストー 

100



 

平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習テキストー 

101



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習写真ー 

102



平成29年度 海洋生物科学実習Ⅱー実習写真ー 

103



3．平成29年度公開実習

（4）若狭湾秋季の水産海洋生物実習
平成29年9月24日～29日
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平成29年度 若狭湾秋季の水産海洋生物実習ー実施状況ー 
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1 Simpson

2 Shannon-Wiener

Pi = ni/N ni i N

1

2 Indicator species analysis (Dufrêne & Legendre, 1997)
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3．平成29年度公開実習

（5）博物館実習（館園業務）
平成29年12月23日～27日
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魚類の標本作製

（１）担当する魚をバットに入れて持ってくる
　　・一人 1個体担当
　　・汚れやヌメリがあるときはきれいに洗っておく
　　・氷を入れておくこと
（２）同定作業
　　・「日本産魚類検索」を使う
　　・はじめに「科」の検索→「種」の検索
　　・同定した根拠をメモしておくこと
　　・手元の標本の鰭式（D, A，P1のみ）をメモ，
　　　図鑑の値と矛盾しないことを確認しておく
（３）FAKU番号に登録
　　・台帳に「学名・和名・採集場所・日付・採集者」
　　　を書き入れる．データベースにも登録
　　・番号タグを切り取る（写真１）
（４）DNA用組織の採取
　　・体の右側面から 5mm角程度の筋肉（写真２）
　　・皮・鱗が混じらないようにする
　　・コンタミしないようにハサミを清潔に（アルコールランプでハサミを焼く）
　　・2ml のチューブに 99％EtOHで保管（鉛筆で FAKU番号と種名を記載：写真３）

作業手順

（５）鰭立て
　　・ホルマリン（劇物）を扱う（保護メガネ・手袋などを着用．作業はドラフト内）
　　・魚は左向き，発泡スチロールの上で虫ピンを使い，丁寧に鰭を立てていく（写真４）
　　・ホルマリン原液を筆で鰭に塗り，10分ほど待つ
（６）写真撮影
　　・基本的に魚体の左側を撮影
　　・水を張ったバットの中で撮影する
　　・バックは魚の鰭や体色により，黒・白を選ぶ
（７）固定
　　・木綿の糸にタグを付け，下顎に取り付け
　　・10％ホルマリン中に投入
（８）保管
　　・固定後，10日ほどしたら水を張ったバットで 1日水洗
　　・70％エタノール（あるいは 50％イソプロパノール）に置換
　　・耐水紙に鉛筆でデータを記入し，瓶の中へ標本とともに入れる
　　・科ごとに決められた棚で保管
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鰭式の見方

背鰭（Dorsal fin)：D
臀鰭（Anal fin): A
胸鰭（Pectoral fin): P1
腹鰭（Pelvic fin): P2

標準体長

背鰭
（背鰭軟条）

背鰭棘

胸鰭
腹鰭

臀鰭

尾鰭

魚の基本形態

魚類検索の「魚類概説」page xv を参照．
棘はローマ数字（I, II, III, IV, V, ・・・）で，軟条はアラビア数字で示す．

I
II III IV V VI VII VIII

IX X 1 2 3 4
5
6

7
8

D X, 8

A III, 8I II III 1 2 3 45
6 7
8

P2 I, 5

I

1
2
3

4
5

I
II III IV

V
VI

VII
VIII

1
2 3

45
678

D VIII-8

9

根本で数える

棘 軟条

・背鰭，臀鰭，胸鰭，腹鰭の鰭式
・鰭がない場合は書かなくて良い

標準和名：○○○
学名：Aaaa bbbb
標準体長：○○mm

学名はイタリック．
イタリックであることを示すには
アンダーラインを引く．

D IX-15; A 13; P1 17; P2 I, 2
↑鰭式を自分の調べた個体で書いてみる．背鰭，臀鰭，胸鰭，
腹鰭だけでOK. 図鑑の範囲にあるかどうかもチェック． 

レポート

例

　　・写真を印刷（スタッフがします）
　　・レポートに写真を貼り，種名（和名・学名），標準体長，特徴など（同定した根拠）を記入
　　・手元の標本の鰭式も記入（D, A, P1 のみで良い）
　　・生態的な情報なども図鑑から集め，簡単な「種の解説」を作成しレポートとする
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3．平成29年度公開実習

（6）若狭湾春季の水産海洋生物実習
平成30年3月12日～16日



平成29年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実施要項ー 
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平成29年度 若狭湾春季の水産海洋生物実習ー実施状況ー 
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4．情報提供と発信
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①森里海連環学実習 （芦生研究林との共同実施）

　●実習期間：平成２９年８月６日～１０日
　●申込締切：平成２９年６月３０日
　●定員：１０名（先着申込制）
　●対象：学部生全年次（文・理系を問わない）
　キーワード：由良川の源流から河口域・土地利用様式調査・水生生物調査・水質調査・課題発表

②海洋生物科学実習 ／③海洋生物科学実習
　※実習 と実習 は個別・連続のどちらでも受講が可能
　●実習期間：（実習 ）平成２９年８月２４日～２９日 ／（実習 ）平成２９年８月２９日～９月３日
　●申込締切：平成２９年６月３０日（特別聴講学生希望者は６月１３日までに願書提出）
　●定員：各５名（先着申込制）
　●対象：水産学・海洋学・農学・水圏生物環境学に関連した学部・コース等に在籍する学部２・３年生
　　　　　京都大学農学部特別聴講学生（２単位）としての受講も可能
　キーワード：若狭湾・乗船実習・海洋観測・シュノーケリング実習・砕波帯の仔稚魚調査・磯調査・魚類学実習・ベント

ス調査・動物プランクトン実習・生理活性物質の活性測定

④若狭湾秋季の水産海洋生物実習／⑤若狭湾春季の水産海洋生物実習
　★春季実習は「水産海洋フィールド教育プログラム」（京都大・長崎大・広島大・北海道大）に含まれます
　●実習期間：（秋季）平成２９年９月２４日～２９日／（春季）平成３０年３月１２日～１６日
　●申込締切：（秋季）平成２９年８月１１日／（春季）平成２９年１１月上旬予定
　●定員：（秋季）１０名／（春季）５～１０名（ともに先着申込制）
　●対象：学部生全年次（文・理系を問わない）
　　（春季のみ）　京都大学農学部特別聴講学生（２単位）として受講する場合：学部２・３年生
　キーワード：若狭湾・乗船実習・海洋観測・シュノーケリング実習・魚類学実習・耳石観察・底生生物実習・施設見学

　　　　　　京都大学舞鶴水産実験所では，平成２９年
度に６科目の全国公開実習を実施します．また，他大学
による当実験所の実習利用ならびに研究利用（卒業論
文・修士論文・博士論文）も随時募集中です．

　　　　　　　　　　　他大学が当実験所を活用して行うフィ
ールド実習を募集しています．研究室単位で行う調査・分析技術
の習得を目的とする小規模実習にも対応いたします．

　　　　　　　　　　 他大学の学部生・院生が当実験所を
活用して行う研究（卒業論文・修士論文・博士論文）を募集してい
ます．所内の宿泊施設を利用し，長期滞在することもできます．

　公開実習の受講および実験所の利用を希望される方は下記連絡先までお問い合わせ下さい．実験所ホームページにて各公開実習の募集要項と
過去の実習の様子，共同利用実習・共同利用研究の事例，施設情報の詳細などを掲載しています．

　　　　　　　　目前に広がる若狭湾を舞台にした様
々なフィールド研究，水生生物飼育施設や所蔵魚類標本
を活かした基礎生物学的な研究を行っています．

　　　　　　　　　　　　　　　 秋田大・いわき明星大・大阪市立大・大阪府立大・岡山大・岡山理科大・お茶の水女子大・香川大・鹿児島大・北里大・岐阜大・九州大・京都大・京都学園大・京都工
芸繊維大・近畿大・群馬大・慶應義塾大・高知大・甲南大・神戸大・神戸女学院大・国際教養大・滋賀県立大・島根大・信州大・水産大学校・創価大・筑波大・帝京科学大・東海大・東京大・東京海洋大・東京学芸大・東
京工業大・東京農業大・東京農工大・東京理科大・東北大・富山大・長崎大・長崎総合科学大・名古屋大・名古屋工業大・奈良大・日本獣医生命科学大・日本大・人間環境大・兵庫県立大・広島大・福井県立大・福井工
業大・放送大・北海道大・三重大・名城大・山形大・山口大・山梨大・酪農学園大・立命館大・立命館アジア太平洋大・琉球大・早稲田大

【参考：公開実習参加者の所属大学】

京都大学フィールド科学教育研究センター舞鶴水産実験所

宿泊棟（定員４０名） 飼育棟（恒温室も完備） 各種調査・研究機材も使用可能 魚類標本コレクション（３０万点以上）

⑥博物館実習（館園実務）
　※申込方法が上記５科目とは異なる（詳細は当実験所ホームページの募集要項を参照）
　※事前・事後指導を含む「学内実習」は所属大学にて受講する必要がある
　●実習期間：平成２９年１２月２３日～２７日
　●申込期間：平成２９年８月１日～８月３１日
　●定員：２名（抽選制）　
　●対象：理系学部・コース等に在籍する学部３年生から大学院修士課程生

教育研究船緑洋丸（定員２６名）
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京都大学フィールド科学教育研究センター 舞鶴水産実験所

〒625-0086 京都府舞鶴市長浜番外地

電話：0773-62-5512 FAX：0773-62-5513

E-mail：maizuru@adm.kais.kyoto-u.ac.jp




